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－１－

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

豪雨災害による山地崩壊発生状況（１／２）

集中豪雨の多発に伴い各地で崩壊地が発生し、災害をもたらした。

愛媛県土砂・流木災害対策検討委員会
第１回　資料抜粋

（台風15,16,18号通過後）

2004年9月3日撮影

1998年撮影 （台風21号通過後）

2004年10月6日撮影

愛媛県新居浜市

＜新居浜市における死者数＞

台風１５号　３名
台風２１号　４名



台風21号　平成16年9月29～30日
香川県三豊郡大野原町・豊浜町

大野原町（水谷川）豪雨災害による山地崩壊発生状況（２／２）

第１回検討会　　　　　　　
　　（平成16年12月20日）

水谷川
東大造西川

大造西川
高尾川

野々池川中尾川

赤砂川

西赤砂川

大坪川

中大坪川

集中豪雨の多発に伴い各地で崩壊地が発生し、災害をもたらした。

大野原町（水谷川）

－２－

＜大野原町における被災状況＞

台風２１号　家屋一部損壊１２戸



中小河川における氾濫に伴い、大量の土砂が堆積し、被害を大きくした。

福井豪雨による河川区域での土砂氾濫状況

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

足羽川が越水し、堤内地を流下
　美山町高田上空（18日撮影）

JR越美北線

美山町高田

JR越美北線
第4足羽川橋流失

足羽川

×

護岸破損町道田尻橋流失
護岸破損×

足羽川

足羽川右岸堤防が護岸破損
（19日撮影）

写真出典；http://www.disaster-i.net/disaster/20040718/より福井市内の氾濫状況－３－



＜土砂災害防止法の検証＞
福井豪雨による土石流の氾濫実績と土砂災害警戒区域・特別警戒区域の設
定との比較（蔵作川）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

机上計算に基づく設定 災害実績に基づく設定

災害実績による設定は、土砂災害警戒区域、特別警戒区域とも平成１６年７月の災
害実績と良く合っており、設定手法の有効性を示す結果である。
なお、机上設定にあたっては、土砂量の算定をより適切に設定することが必要。

堆積域 土砂流入域

イエローゾーン：良く合っている（基準地点が災害実績と同じ）
レッドゾーン：幅が不足（設定した土砂量がすくなすぎる　1/4.5）

イエローゾーン：良く合っている
レッドゾーン：良く合っている　　　　　　　　　　

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドーゾーン）

－４－



全国４６０箇所で土砂災害警戒区域等の指定を実施（平成１６年１２月２０日時点）

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定について

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

－５－



土砂災害危険箇所以外においても災害は発生している。

平成１６年の土砂災害の発生傾向

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

危険箇所

危険箇所以外
31件　10.8%

危険箇所以外

危険箇所以外

危険箇所

危険箇所

29.3%

6.7%

89.1%

70.7%

93.3%

谷地形でない箇所にお
ける土砂流出等

明瞭な地すべり地形を
呈さない地すべり等

台風２１号　平成１６年９月２９日
愛媛県新居浜市大生院　４名死亡

被害箇所における土砂災害危険箇所と
土砂災害危険箇所以外の割合

（台風21～23号）

台風２３号　平成１６年１０月２０日
岡山県玉野市宇野（宇野7丁目）
死者５名、負傷者４名、全壊４戸、半壊３戸

台風２３号　平成１６年１０月２０日
大分県大分市国分　人家一部破損

253

111
46※

749

54※

土石流等（災害報告対象件数284件）

がけ（災害報告対象件数813件）

地すべり（災害報告対象件数157件）

危険箇所でない急傾斜地
での崩壊

※災害報告からは危険箇所でない理由が判断できないもの

谷地形でないもの　3箇所
不明であるもの　28箇所※

－６－
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平成１６年に発生した土砂災害では、土砂災害による犠牲者に占める高齢者等の
災害時要援護者の割合が大きい

平成１６年の土砂災害による死者の特性

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

災害時要援護者の割合

・平成１６年の土砂災害による死者６１名の
内、約６割が災害時要援護者

死者の年齢構成

・平成１６年の土砂災害による死者の多くが高齢者（６２％）であ
り、我が国の人口構成比と比較しても被災する割合が大きい

※人口構成比は「平成１５年１０月１日現在の日本人人口　総務省統計局」により算出

人口構成比
死者数

※災害時要援護者とは、６５歳以上の高齢者（日本人人口の１９％）や幼児（５歳以下。日本人人口の５．５％）をさす。

その他
36%

災害時
要援護

者
64%

※死者数等のデータは、平成１６年１２月１３日時点のものである。

－７－



45%

9%

46%

土石流

地すべり

がけ崩れ

平成１６年の土砂災害による死者の特性（被災時の状況）１／４）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

災害の種類別の死者の割合

※①資料は、国土交通省とりまとめデータを用い、平成１６年の土砂災害によ
る死者の内、地震災害や行方不明者等を除くデータより作成した。

①降雨による土砂災害で、土石流の発生比率は２２％であるが、死者は４５％を占める。
②危険箇所の割合は急傾斜地が最も多く６３％である。
③災害が発生した箇所のうち、６０％ががけ崩れの危険箇所である。

①

－８－

22%

18%60%

土石流

地すべり
がけ崩れ

35%

2%
63%

土石流危険渓流

地すべり危険箇所

急傾斜地崩壊危険
箇所

全国の危険箇所の割合

土砂災害の発生割合

③

②

※②資料は、「砂防便覧　平成１５年版」より作成した。

全箇所数：
525,307箇所

全箇所数：
2,560件

調査対象数：５１名

※③資料は、「平成１６年　災害報告」データより作成した。



89%

11%

危険箇所
危険箇所以外

平成１６年の土砂災害による死者の特性（被災時の状況）２／４）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

※②資料は、国土交通省とりまとめデータを用い、平成１６年の土砂災害による死者の内、地震災害や行方不明者等を除くデータよ
り作成した。

①災害が発生した箇所のうち、約９割が土砂災害危険箇所となっている。
②危険箇所以外の土砂災害の発生は、１割程度であるが、死者は２５％である。

①

－９－

②

※①資料は、「平成１６年　災害報告」データにより作詞した。

75%

25%

危険箇所
危険箇所外

危険箇所及び危険箇所以外
における死者の割合

危険箇所及び危険箇所以外にお
ける土砂災害の発生割合

調査対象数：５１名調査対象数：１，２５５箇所



46%

9%

45%

屋内で要援護者以外

屋外で要援護者以外

不明で要援護者以外

70%

13%

17%

屋内で要援護者

屋外で要援護者

不明で要援護者

①災害時要援護者の７０％が屋内で被災している。
②災害時要援護者以外の４６％が屋内で被災している。

平成１６年の土砂災害による死者の特性（被災時の状況）３／４）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

災害時要援護者の被災箇所

※内閣府ホームページ資料より作成した。（Ｈ１６．１１．１８　１９：００時点）

災害時要援護者以外の被災箇所

① ②

－１０－

調査対象数：３０名 調査対象数：２２名



18%

37%

45%

災害発生前

災害発生後

避難勧告なし

平成１６年の土砂災害による死者の特性（被災時の状況）４／４）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

避難勧告の実態と死者の割合

※本資料は、国土交通省とりまとめデータを用い、平成１６年の土砂災害による死者の内、地震災害や行方不明者等を除くデータより作成した。

死者の約２割が、災害発生前に避難勧告等が発令された地域で発生している。

－１１－

調査対象数：５１名



課題
・想定を超える土砂流出や崩壊により施設が被災
・砂防えん堤直下の流末処理、流路断面等の整合性がとれていないために、土砂が氾濫

課題
・想定を超える土砂流出や崩壊により施設が被災
・砂防えん堤直下の流末処理、流路断面等の整合性がとれていないために、土砂が氾濫

砂防えん堤等の施設効果の整理・検証
第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

砂防設備等の効果検証砂防設備等の効果検証

宮　川

擁壁

砂防堰堤が効果を発揮した事例砂防堰堤が効果を発揮した事例 砂防堰堤等があるにも関わらず被害が生じた事例砂防堰堤等があるにも関わらず被害が生じた事例

既設堰堤により土
砂や流木を捕捉し
た事例

施工途中の堰堤により土
砂を捕捉し、災害を防い
だ事例 砂防堰堤が効果を発揮したものの堰

堤直下の河川が未整備であったため、
土砂流があふれ人家等に被害発生

急傾斜擁壁があったもの
の被害が生じた事例

H16.7　福井豪雨　富山県立山町
常願寺水系雑穀谷

H16.7　福井豪雨　福井県今立町前谷川

　H16.9　台風23号　徳島県池田町やまだの谷

H16.9　台風21号　三重県宮川村滝谷２

－１２－



スリットえん堤の効果を検証

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

課題
・えん堤等のスリット化による効果はどの程度であったのか。

土石流を捕捉したコンクリートスリット砂
防えん堤（Ｈ１６年９月　福井県池田町）

流木を捕捉した菅沼谷えん堤
（岐阜県飛騨市）

流木を捕捉した二ッ屋谷えん
堤（飛騨市宮川町）

－１３－



　全国で、流木が土石流や洪水とともに流下し、河川、海岸等においても被害が発生。
　一方、砂防えん堤が設置されている渓流では、砂防えん堤が流木・土石流を捕捉し、
下流への被害を防ぐ効果を発揮。

流木が大量に流出して被災した事例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

京都府宮津市由良浜海水浴場（台風23号 ）

兵庫県出石町鍛福橋（台風23号）
かふくはしかふくはし

流木による被害事例 えん堤が効果を発揮した事例

福辺川

西福辺川

（堰堤あり－被害なし）（堰堤なし－被害発生）

堰堤が土石流を捕捉

下流人家に被害有り

愛媛県新居浜市
福辺川および
西福辺川

－１４－

いずしちょういずしちょう



多大な風倒木被害が発生した。今後の崩壊地の拡大
や風倒木の流出等に対する効率的な対策が必要　

台風１８号、２３号により多大な風倒木が発生

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

風倒木の状況（岡山県勝山町） 風倒木の処理状況（岡山県奈義町）

－１５－



第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

集落が孤立化した地域の防災情報の伝達手段（１／２）

　床上浸水集落

　道路通行止め

孤立集落6地区
125世帯

美山町役場

福井豪雨に係る関係省庁調査団資料抜粋

福井県美山町の事例（福井豪雨災害）

〈概要〉

・孤立集落・・・6地区125世帯

・避難勧告・・・有り

・地域防災計画における情報伝
達手段・・・防災行政無線

〈使用できなかった通信手段〉

・一般加入電話

・携帯電話

〈実際に使用した手段〉

・防災行政無線

（一斉通信、戸別受信機整備済）

・防災行政無線

・孤立集落への徒歩での連絡が
可能になった後、各区長へ携帯
無線機を配布

－１６－



第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

集落が孤立化した地域の防災情報の伝達手段（２／２）

〈概要〉

・孤立集落・・・4地区32世帯

・避難勧告・・・無し

・地域防災計画における情報伝達
手段・・・電話・防災行政無線

〈使用できなかった通信手段〉

・一般加入電話

・携帯電話

〈実際に使用した手段〉

・防災行政無線

（一斉通信、戸別受信機整備済）

・アマチュア無線

・衛星携帯電話

徳島県木沢村の事例（台風10号災害）

徳島県木沢村坂州地区

国道193号

加州谷橋流出

－１７－



第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

避難勧告情報の住民伝達状況

住民はどのような情報、アドバイスがあれば避難するのか
（事例：福井県美山町蔵作地区）

山間集落豪雨災害対策検討委員会　資料抜粋

06:00危険基準超過

土砂災害危険判定図（福井県神当部観測所）

－１８－

降雨状況　福井県足羽郡美山町　気象庁アメダス観測所(N35.59.9
E136.21.5)
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時

情報伝達・
マスコミ報道

１８日 〔嶺北北部〕
2:09 大雨、洪水注意報発令
2:34 大雨洪水警報発令
５：３０過 役場内非常招集
5:34 吉村宅東側　崖崩れ
5:52 土砂災害危険基準超過の予

測の通知
6:00 役場内に災害対策本部を設置

土砂災害危険基準線の超過
町の防災無線 公民館への移動、
「蔵作へ避難勧告」 安否確認

7:00 住民避難完了
7:02 崖崩れ及び河川氾濫
7:47 島田宅　床下浸水
8:10 蔵作川　氾濫
8:20 救助３名
8:21 広瀬（職員）役場へ連絡あり

蔵作集落を含む上宇坂地区に
対する避難勧告。（町の防災
無線）

足羽川の氾濫、家屋への浸
水。

　 集落内河川（蔵作川・稗苗川・
上良川）の氾濫、家屋への土
砂流入。
西天田～蔵作間で土砂崩れ
により通行不可。
蔵作橋は通行不可。

二次避難場所への避難。
足羽川流域の全集落に対して
避難勧告。（町の防災無線）

高台への避難を指示。
9:35 福井市から美山町に入れず

8:40 災害対策本部による判断 足羽川の増水が今後も続くと予想された
ため。

集落内河川（蔵作川・稗苗
川・上良川）、足羽川の増
水・氾濫により、家屋への
浸水

8:36 災害対策本部による判断

6:56 区長 から避 難勧告
指示の依頼があり、
災害対策本部長が
判断した。

時刻 地元リーダーの判断 避難状況・その他 事象・備考



土砂災害情報相互通報システム整備事業

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

問題点
<行政側>
・住民に伝達する情報や体制が不十分
・住民から伝達された情報を活かす体制がない

<住民側>
・行政に伝達する情報が分からない
　（前兆現象等の周知が不十分）
・行政から伝達された情報が活かせない
　（避難所・避難経路を知らない）

前兆現象通報

災害情報通報

前兆現象等

市町村役場
都道府県庁
土木事務所等

雨量情報等

住民等の警戒避難に活用

雨量情報等入手

情報を相互にやりとり

早期避難

早期避難による
人的被害軽減へ

前兆現象等

雨量情報、
前兆現象等

雨量等情報の提供（防災無線、ＣＡＴＶ等）
ＣＴＩシステム整備
ホームページ作成
光ファイバー、無線ＬＡＮ　　etc

土砂災害情報端末整備
ホームページ作成
ＦＡＸ一斉通報装置　　etc

－１９－



台風１５号に伴う集中豪雨により、香川県三豊郡大野原町では落合地区の一時避
難場所である落合自治会館を土石流が直撃。一時避難をしていた住民２名が死亡、
２名が負傷した。

１

避難場所が土砂災害により被災した事例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

土石流

氾濫区域
（茶色）

避難場所
（自治会館）

←前田川

土石流により自治会館が全壊
死者２名、負傷者２名

流木と土砂が覆う避難場所－２０－

土石流の直撃を受けた落合自治会館



・災害時要援護者入居施設については、重点的に事業を実施している。（H16．３末進捗率約３割）
課題
・自力避難が困難な独居高齢者等の災害時要援護者の対策については課題となっている。

土砂災害による災害時要援護者への対応

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

今年、風水害で死亡・行方不明となった２００人以上のうち、約６割は６５
歳以上のお年寄り。逃げ遅れて自宅や避難所に向かう途中で死亡する
ケースも相次ぎ、災害時要援護者の対策が必要。（平成１６年１１月２６
日現在：消防庁調べ）

Ｈ１０豪雨により、救護施設「からまつ荘」が
被災（死者５名：福井県）

Ｈ１１年９月台風１８号により、知的
障害者施設が被災（沖縄県）→

Ｈ５梅雨前線豪雨により花倉病院が被災
（死者１６名：鹿児島県）

施設内へ土砂流入

◆緊急点検調査の結果→　　　　　　　　　　　
平成10年9月、災害時要援護者関連施設に
係る土砂災害緊急点検調査を当時の厚生省・
文部省等と合同で実施しました。

－２１－
※土砂災害注意箇所：危険箇所以外で斜面の勾配が１０度
　　　　　　　　　　　　　　以上の箇所



京都府宮津市滝馬（たきば）
　（死者２名、全壊４戸、半壊１
戸、一部破損１３戸）

市町村による避難勧告が遅れた事例（京都府宮津市）１／３

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風２３号（平成１６年１０月２０日）

（時分）　　　　　　　災害の発生状況と行政の対応

１０月１９日

１８：４７　　　　　丹後大雨・雷・強風・波浪洪水注意報発表

１０月２０日

０８：２５　　　　 丹後大雨・洪水・暴風・波浪警報発表

１１：３０　　　　　各市町村へ厳重な警戒を連絡（ＦＡＸ）

１４：１０　　　　　土砂災害避難基準線（ＥＬ）を超過

１４：１５　　　　　土砂災害警戒情報発信（電話・ＦＡＸ・土砂
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　災害監視システム）
１４：３０　　　　　土砂災害避難情報発信（電話・ＦＡＸ・土砂
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　災害監視システム）
１６：２５　　　　　各市町村へ避難検討を呼びかけ（ＦＡＸ）

１７：００頃　　　宮津市土石流発生（推定）

※１０月２０日に避難勧告は発令されていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

被災箇所

台風２３号の接近・通過に伴い、京都府宮津市に対して、警戒避難基準雨量等の情
報を提供していた。

－２２－



台風２３号の接近・通過に伴い、京都府宮津市に対して、警戒避難基準雨量等の情
報を提供していた。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

宮津市に伝達されたスネーク曲線図 宮津市に伝達された警戒避難情報

市町村による避難勧告が遅れた事例（京都府宮津市）２／３

－２３－



台風２３号来襲時における宮津市の対応３／３

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

広報誌「みやづ　１１　
２００４（平成１６年）」
より

－２４－



台風２１号の接近・通過に伴い、三重県多気郡宮川村には、土砂災害警戒避難基
準雨量等の情報が伝達されていたが、避難勧告等に十分活用されなかった。

市町村による避難勧告が遅れた事例（三重県宮川村）１／２

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風２１号（平成１６年９月２９日）

（時分）　　　　　　　災害の発生状況と行政の対応

９月２８日

２２：００　　　　　大雨洪水警報発令

９月２９日

０１：４０　　　　　土砂災害警戒基準線（ＷＬ）を超過

０３：１０　　　　　土砂災害避難基準線（ＥＬ）を超過

０７：５０　　　　　土砂災害発生危険基準線（ＣＬ）を超過

１０：００頃　　　宮川村で土石流等発生（推定）

１０：３０　　　　 宮川村全域に避難勧告発令　

１０月１日

０７：１５　　　　　宮川村荻原地区の一部で避難勧告解除　
　　　　

※土砂災害警戒避難基準雨量判定図による。

　　（宮川村明豆雨量観測所）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　　　　　　

宮川村滝谷２地区（４名
死亡、１名行方不明）
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三重県明豆雨量観測所
における雨量の推移

土砂災害発生危険基準線
超過（7:50)

土石流発生（10:00頃）

避難勧告（10:30）

－２５－



台風２１号の接近・通過に伴い、三重県多気郡宮川村に対して提供した土砂災害警
戒避難基準雨量等の情報

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

宮川村に伝達された雨量情報 宮川村に伝達されたスネーク曲線図

危険基準線

避難基準線

警戒基準線

土石流判定図

市町村による避難勧告が遅れた事例２／２（三重県宮川村）

－２６－



○土砂災害のおそれのある区域について警戒避難体制の整備、特定開発行為の制限、
建築物の構造の規制、既存住宅の移転勧告等のソフト対策を推進している。

土砂災害防止法によるソフト対策

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

土砂災害警戒区域等の指定イメージ
（高さ５ｍ以上の急傾斜地を対象）

警戒避難体制の整備

特定開発行為の許可に係る　→
土砂災害防止のための対策　　
工事の例－２７－



台風１０号の接近・通過に伴う降雨により、広島市安佐南区伴東・長楽寺において
地域防災計画に定める土砂災害避難基準雨量を超過したため避難勧告を実施。

土砂災害警戒区域における避難事例（広島市）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風１０号（平成１６年８月２日）

（時分）　　　　災害の発生状況と行政の対応

７月３１日

２０：５６　　　　　広島・呉大雨洪水等警報発令

８月１日

３：００　　　　　　土砂災害警戒基準雨量を超過

　　　　　　　　※警戒避難基準雨量超過後は危険区域　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　の巡視活動等を実施

６：００　　　　　　土砂災害避難基準雨量を超過

７：０５　　　　　　自主避難の呼びかけを実施

８月２日

１５：３０　　　　　伴東・長楽寺に避難勧告発令　　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　＜土砂災害未発生＞
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広島市上安消防出張所雨量観測所における雨量の推移

土砂災害警戒基準雨量
超過（3:00) 避難勧告（15:30）

広島市安佐南区
における土砂災
害警戒区域の指
定状況

土砂災害警戒区域

土砂災害避難基準雨量
超過（6:00)

・各自治会自主防災会において、「土砂災害警
戒避難マニュアル」を策定し、土砂災害基準雨量
や居住者情報などを明記
＜伴東・長楽寺地区　土砂災害基準雨量＞
　　警戒基準雨量　　７９ミリ
　　避難基準雨量　１０６ミリ

自主避難の呼びかけ（7:05）

－２８－



平成16年台風15号および21号における

愛媛県新居浜市・西条市の土砂災害箇所

河川局砂防部とりまとめ（10/3 19:00現在)

土石流危険渓流

急傾斜地崩壊危険箇所

地すべり危険箇所

危　険　箇　所　凡　例

西条市

新居浜市

四国中央市

西条市大久保
２名負傷

西条市黒瀬
２名死亡

西条市飯岡（長谷川）
死者１名

新居浜市大生
院
４名死亡
２棟全壊

西条市西早川
死者１名

新居浜市七宝台
１名負傷者

新居浜市神郷
２名死亡

新居浜市郷
１名死亡

土石流

危険箇所 26

危険箇所ではない 1

発生数合計 27

159 121（がけ崩れ） 39（地すべり）

（新居浜市・西条市の合計数）

総危険箇所数

土砂災害発生箇所と危険箇所の関係表

発
生
数

がけ崩れ・地すべり

26

3

29

凡　例 土石流

台風15号

台風21号

がけ崩れ・地すべり

－２９－



何度も被災した自治体における避難勧告発令状況（愛媛県)１／４

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風１５、２１、２３号と続けて被災した愛媛県では、過去の被災箇所等において重
点的に避難勧告を発令

－３０－



何度も被災した自治体における避難勧告発令状況（愛媛県)２／４

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風１５号

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

郷（死者１名） ① 垣生
神郷（死者２名） 砂-タイトウ谷川 垣生
阿島 ② 垣生
光明寺町 急-光明寺B地区 垣生
七宝台 急-七宝台C地区 垣生
滝の宮 急-滝の宮地区 垣生
船木 砂-孝々谷川 垣生
西の土居町 砂-御茶屋谷川 垣生
垣生 垣生
一宮町 垣生
久保田町 垣生
江口町 垣生
河内町 垣生
中須賀町 垣生
船木関の戸 垣生
大生院 地-大生院地区 鹿森ダム

立川町 地-新道地区 鹿森ダム

山田町 鹿森ダム

①砂-楠崎川（死者１名）、又野川東川、柳川、東楠崎川、西白浜川西川
②砂-三杭川、福辺川

※１）青字は避難勧告発令地区である。 ※２） 家屋被害・死者を伴う土砂災害が発生した箇所

地区名

避難
勧告
発令
地区
の対
象雨
量観
測所
名

平成16年8月18日 8月19日

7:30 四国中央市天王橋雨量観測所における警戒基準を超過

8:30 四国中央市天王橋雨量観測所における避難基準を超過

12:10 四国中央市天王橋雨量観測所 における土石流発生危険基準を超過

5:30 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における警戒基準を超過

5：50 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における避難基準を超過

6：00 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における土石流発生危険基準を超過

14：25
16：00

17：11：00
～

11：30

17：00

15：00

垣生雨量観測局は欠測のため、基準超過記録無し。
近接する天王橋の基準超過記録を記載。

17：00
13：30 17：00

11：33

10：30

10：00

－３１－

新居浜市の状況

土砂災害発生時刻

台風１５号



何度も被災した自治体における避難勧告発令状況（愛媛県)３／４

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風２１号

18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00

郷 ① 垣生
神郷 砂-タイトウ谷川 垣生
阿島 ③ 垣生
光明寺町 急-光明寺B地区 垣生
七宝台 急-七宝台C地区 垣生
滝の宮 急-滝の宮地区 垣生
船木 砂-孝々谷川 垣生
西の土居町 砂-御茶屋谷川 垣生
垣生 垣生
一宮町 垣生
久保田町 垣生
江口町 垣生
河内町 垣生
中須賀町 垣生
船木関の戸 垣生
大生院 地-大生院地区 鹿森ダム

立川町 地-新道地区 鹿森ダム

山田町 鹿森ダム

①砂-楠崎川、又野川東川、柳川、東楠崎川、西白浜川西川
③急-荷内E地区

※１）青字は避難勧告発令地区である。 ※２） 家屋被害・死者を伴う土砂災害が発生した箇所

9月29日 9月30日

地区名

避難
勧告
発令
地区
の対
象雨
量観
測所
名

平成16年9月28日

7:50 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における警戒基準を超過

8：30 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における避難基準を超過

8：50 新居浜市鹿森ダム雨量観測所における土石流発生危険基準を超過

14：40 新居浜市垣生雨量観測所における警戒基準を超過

15：40 新居浜市垣生雨量観測所における避難基準を超過

16:40 新居浜市垣生雨量観測所における土石流発生危険基準 を超過

15：30

13：30 7：00

7：00

13：30
13：30 7：00

7：00

17：00

19：30

18：00

18：00

17：30
17：30
17：30
17：30

7：00
7：00
7：00
7：00

－３２－

新居浜市新居浜市の状況

台風２１号

土砂災害発生時刻



何度も被災した自治体における避難勧告発令状況（愛媛県)４／４

第１回検討会　　　　　　　
　（平成16年12月20日）

台風２３号

18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00

郷 ① 垣生
神郷 砂-タイトウ谷川 垣生
阿島 ②、③ 垣生
光明寺町 急-光明寺B地区 垣生
七宝台 急-七宝台C地区 垣生
滝の宮 急-滝の宮地区 垣生
船木 砂-孝々谷川 垣生
西の土居町 砂-御茶屋谷川 垣生
垣生 垣生
一宮町 垣生
久保田町 垣生
江口町 垣生
河内町 垣生
中須賀町 垣生
船木関の戸 垣生
大生院 地-大生院地区 鹿森ダム

立川町 地-新道地区 鹿森ダム

山田町 鹿森ダム

①砂-楠崎川、又野川東川、柳川、東楠崎川、西白浜川西川
②砂-三杭川、福辺川
③急-荷内E地区

※１）青字は避難勧告発令地区である。 ※２） 家屋被害・死者を伴う土砂災害が発生した箇所

地区名

避難
勧告
発令
地区
の対
象雨
量観
測所
名

平成16年10月19日 10月20日 10月21日

8：00 新居浜市垣生雨量観測所における警戒基準を超過

9：30 新居浜市垣生雨量観測所における避難基準を超過

10:50 新居浜市垣生雨量観測所における土石流発生危険基準を超過

7：00 7：00
7：00
7：00

7：00 7：00

7：00 7：00

7：00
7：00

9：007：00

9：00
10/3から継続

7：00 7：00

12：35
12：35
12：35
12：35

7：00
7：00
7：00
7：00

12：35 7：00

9：00
10/3から継続

14：00
7：00

7：00 7：00

鹿森ダム雨量観測局は欠測のため、基準超過記
録無し。近接する垣生の基準超過記録を記載。

－３３－

新居浜市の状況

台風２３号

土砂災害発生時刻



集中豪雨等における避難時間の調査結果

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

住民が避難を行うために必要な時間は、平成１３年９月の高知県西南部豪雨災害
の事例では約１時間が必要

平成14年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

土佐清水
市

宿毛市 大月町 平均

53分 1時間19分 32分 約55分

23分 53分 約20分 約32分
①-1 避難指示・勧告を判断するための時間 （20分） （23分） (15分) （19分）
①-2 避難指示・勧告が伝達される時間 （3分） （30分） (数分) （約16分）

18分 20分 約5分 約16分

12分 6分 7分 11分③ 住民が避難に要した時間（平均）

時間の区分
住民が避難を行なうために必要な時間

① 市町村が避難指示・勧告の連絡に要した時間

② 住民が避難準備に要した時間（平均）

－３４－



集中豪雨時等において避難勧告等を発令する際に目安とする情報

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

自治体が避難勧告等の発令を判断する際の情報は、雨量、水位情報が最も多く、
次いで通報である。

平成14年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

警戒・避難情報発信の目安

2
4

1
10

4

3 台風の規模や予想進路
雨量・水位情報等
消防団・水防団からの通報
現地待機職員からの通報
地区住民からの通報
危険箇所の状況

避難勧告等の発令を判断する際の情報

※調査対象市町村：北海道虻田町、群馬県榛名町・鬼石町・上野村・六合村、長野県軽井沢町・
根羽村、静岡県静岡市、愛知県富山村、三重県尾鷲市・熊野市・嬉野町・美杉村・飯高町・海山
町、和歌山県熊野川町、徳島県半田町・一宇町、高知県吾川村の１９市町村（複数回答可）

単位：件

－３５－

調査時期：平成１３年１１，１２月



土砂災害防災訓練の効果調査結果（１／４）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

平成15年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

市町村名 訓練実施地区 訓練未実施地区 主な既往災害

群馬県 榛名町社家地区 南牧村大仁田地区 S57　土石流災害

三重県いなべ市 藤原町大貝戸・坂本 藤原町篠立地区 H15　土石流災害

広島県広島市 佐伯区五日市町上河内 長楽寺二丁目町内会 H10　土石流災害

静岡県静岡市 口坂本地区 新間地区 H15　地すべり災害

新潟県佐渡市 東立島地区 羽二生地区 H10　土石流災害

岐阜県清見村 黒江・大谷地区 三日町地区姥島組 H11　土石流災害

和歌山県中辺路町 西谷地区 大川地区 S28　土石流災害

【調査概要】

　　　　1.実施時期　　平成１６年１月　

　　　　　　2.　調査対象　下記対象市町村の住民　

　　　　　　3.調査方法　各都道府県を通じてアンケート調査結果

　　　　　　4.回答数　　　450

－３６－



土砂災害防災訓練の効果調査結果（２／４）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

地域における土砂災害危険箇所に対する認知度は、防災訓練を実施している場
合が約３割も高い。

平成15年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

土砂災害危険箇所に対する認知度

62.9%

79.4%

51.0%

18.2%

12.2%

22.6%

7.3%

3.2%

10.3%

11.6%

5.3%

16.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対象市町村全体
（N=450)

訓練実績有り
（Ｎ＝189)

訓練実績無し
（Ｎ＝261)

知っている 聞いたことはあるが、どこにあるかは知らない 全く知らない 無効回答

－３７－



土砂災害防災訓練の効果調査結果（３／４）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

安全な避難経路に対する認知度は、防災訓練を実施している場合が約２割も高い

平成15年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

避難経路に対する認知度

37.6%

51.9%

27.2%

45.8%

35.4%

53.3%

8.0%

6.9%

8.8%

8.7%

5.8%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

対象市町村全体
（N=450)

訓練実績有り
（Ｎ＝189)

訓練実績無し
（Ｎ＝261)

安全に避難できるルートを知っている
避難場所へ行く道が、安全か危ないかどうかは知らない
その他
無効回答

－３８－



土砂災害防災訓練の効果調査結果（４／４）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

住民が避難を行うタイミングは、防災訓練の有無によらずあまり変わらない。

平成15年度土砂災害の前兆現象等を活用した

地域防災のあり方に関する検討業務抜粋

避難を行なうタイミング

1.9%

2.2%

1.5%

17.3%

17.6%

16.9%

17.3%

16.5%

18.5%

7.1%

8.8%

4.6%

5.1%

5.5%

4.6%

51.3%

49.5%

53.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対象市町村全体
（N=156)

訓練実績有り
（Ｎ＝91)

訓練実績無し
（Ｎ＝65)

雨が降りはじめて間もない頃 雨足が強くなり、避難したほうがよいと感じたとき

消防団をはじめ周辺から自主避難を呼びかけられたとき 役所から避難勧告・指示が発令されたとき
過去に災害が起こったときと同じような雨になったとき その他

無効回答

－３９－



全国地域防災計画等（風水害）に係る全国調査結果（１／５）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

【調査概要】
１．調査対象　全国の市区町村

２．調査方法　各都道府県を通じたアンケート調査

３．調査期間　平成16年9月17日～平成16年9月30日

４．回答数　　3085団体

集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会資料　第2回資料ＨＰより抜粋

－４０－



全国地域防災計画等（風水害）に係る全国調査結果（２／５）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

84.4%

15.6%

有り
無し

35.4%

45.8%

28.4%

41.1%

53.3%

0 10 20 30 40 50 60

その他

地すべり、がけ崩れ、土石流等の危険

上流被害で下流に危険

各種警報の発令

警戒水位突破し洪水のおそれ

1.風水害に係る避難勧告・指示の基準
地域防災計画上に「避難勧告・指示」の基準を明確にしている市区町村は84.4％

集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会資料　第 2回資料ＨＰより抜粋
－４１－



全国地域防災計画等（風水害）に係る全国調査結果（３／５）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

7.1%

1.5%

2.1%

2.1%

9.3%

1.3%

13.1%

2.2%

21.9%

0 10 20 30 40 50 60

九州

四国

中国

近畿

東海

北信越

関東

北海道・東北

全国平均

2.風水害にかかる避難勧告・指示の客観的基準の地域別作成率
避難勧告・指示の客観的基準を作成している市区町村は、全国平均で7.1％

集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会資料　第 2回資料ＨＰより抜粋

7.1%

92.9%

有り
無し

－４２－

※客観的基準が有る比率



全国地域防災計画等（風水害）に係る全国調査結果（４／５）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

46.1%

53.9%

有り
無し

63.6%

36.4%

有り
無し

集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会資料　第 2回資料ＨＰより抜粋

4.避難等発令に係る代理規定
首長不在時の代理者を指定している市区町村は、全国の46.1％

5.災害時要援護者対策
地域防災計画上に災害時要援護者に係る規定がある市区町村は、全国の63.6％

－４３－



全国地域防災計画等（風水害）に係る全国調査結果（５／５）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

9.2%

11.0%

8.7%

6.3%

6.9%

6.8%

9.9%

9.4%

14.0% 26.7%

19.5%

16.6%

18.9%

21.2%

20.3%

17.3%

19.9%

20.4%

0 10 20 30 40 50

九州

四国

中国

近畿

東海

北信越

関東

北海道・東北

全国平均

　
　　　消防防災部局において災害時要援護
者の情報を保有している方
　　　うち、避難誘導体制を整備している割
合

6.災害時要援護者に係る情報及びそれを活用した避難誘導体制の有無
災害時要援護者（高齢者・障害者等）の所在について、消防防災局で把握している
市区町村は全国で20.4％、所在情報に基づく避難誘導体制を整備している市区町
村は全国で9.4％

集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会資料　第 2回資料ＨＰより抜粋
－４４－

避難誘導体制を整備している割合



第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

9月1日20時02分　　中爆発。非常に大きい爆発音と空振が発生。山頂　　　　　　　
　　　　　　の北東6kmに最大径3cmの火山れきが飛散⇒レベル３に移行

9月14日～18日　　小噴火がしばしば発生し、特に16日未明～17日夕　　　　　　　　
　　　　　方はほぼ連続的に発生。

9月23日19時44分　中爆発。中程度の爆発音と空振が発生。

9月29日12時17分　中爆発。弱い爆発音と空振が発生。

10月10日23時10分　小噴火。弱い空振が発生。

11月14日20時59分　中爆発。大きい爆発音と中程度の空振が発生

※なお、避難勧告等は発令されていない。

ハザードマップと活動度等を参考に立ち入り規制等の防災対策を実施

現在レベル3

12月18日現在

平成１６年９月からの浅間山火山噴火活動状況

－４５－



浅間山火山防災マップの周知

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

平成15年12月に浅間山火山防災マップの改訂版を関係6
市町村から住民へ配布

－４６－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（１／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

【調査概要】
１．調査対象　浅間山周辺の６市町村の住民

２．調査方法　直接郵送によるアンケート調査

３．調査期間　第１回：平成16年３月17日～３月30日（噴火前）　
　　　

　（平成16年９月１日に噴火、その後も活動が継続）

　　　　　　　　　第２回：平成16年11月18日～12月８日（噴火後）

４．回答数　　第１回：1125/3000人（37.5％）

　　　　　　　　　第２回：1316/2500人（52.6％）

－４７－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（２／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

1.新しい火山防災マップの閲覧状況
「改訂された「2003年版浅間山火山防災マップ」を1度でも見たことがありますか。」

噴火後

見た
57%

見ていない
41%

無回答
2%

見た 見ていない 無回答

噴火前

見た
46%

見ていない
47%

無回答
7%

見た 見ていない 無回答

噴火後は火山防災マップを見た人の割合が46％→57％に上がっている。
＝噴火を契機に火山防災マップに関する意識が向上。

噴火前 噴火後

－４８－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（３／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

2. 「浅間山火山防災マップ」の現在の保管状況
「浅間山火山防災マップ」を現在どうされていますか。

噴火後7%

64%

10%

19%

0%

見やすいところに貼ってある
いつでも出せる場所に置いてある
掲示されたマップを見たので持っていない
持っていない（なくした）

噴火前7%

73%

9%

11% 0%

見やすいところに貼ってある
いつでも出せる場所に置いてある
掲示されたマップを見たので持っていない
持っていない（なくした）

マップ配布後約１年近く立っているため、マップを無くした人が増えている
しかし貼ってあるという人の割合は変わっていない。

噴火前 噴火後

－４９－



第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

6.今回噴火した時に、不安を感じたか

噴火後3%

14%
22%

1%

60%

不安でたまらなかった かなり不安だった
それほど不安ではなかった 平気だった
無回答

噴火後は不安を感じている人が17％あった。

浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（４／７）

－５０－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（５／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

3.平成１６年９月１日の浅間山噴火時に防災マップを見たか

噴火後
4%

15%

8%

65%

8%

貼ってあったので見た
しまってあったのを探して見た
探してみたがなかった
頭に浮かばなかった
無回答

防災マップがそもそも頭に浮かばなかった人の割合は65％であった。

噴火後

－５１－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（６／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

4. 「火山防災マップ」に、噴火時に知りたい情報があったか
「（マップを見た人に対して）内容の中に、あなたの知りたい情報はありましたか 。」

噴火後

あった
84%

なかっ
た
16%

あった なかった

マップを見た人のうち、84％の人がマップの有効性を評価している。
＝実際の噴火に際しても有益なマップを噴火前から整備していた。

噴火後

－５２－



浅間山火山防災マップの活用度に関する調査結果（７／７）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

5.あなたは、今回の噴火についての情報を得て、どこかに問い合わせをしましたか。

噴火後

19%

5%

10%

66%

0%

役場 気象庁 消防署や警察署
何もしなかった その他

噴火後に問い合わせをした人が約１／３であった。

－５３－



新　潟　県　中　越　地　震（１／２）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

主な地震の状況。震度６弱以上の地震が５回発生

－５４－



新　潟　県　中　越　地　震（２／２）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

新潟県中越地震により、３，８００箇所の崩壊地が発生

①朝日川小谷市浦柄
地先10月24日

－５５－

長岡市濁沢町



地震による大規模な河道閉塞（１／３）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

③ 楢木
・浸水家屋 ５戸→０戸
・排水路開削済み

③ 楢木
・浸水家屋 ５戸→０戸
・排水路開削済み

竜光

芋

川

芋芋

川川

② 南平
・浸水家屋なし
・自然流下

② 南平
・浸水家屋なし
・自然流下

山 古 志 村

小千谷市

魚沼市（旧堀之内町）

カメラ設置（10/30：国）

竜光地区：
避難勧告（10/30） 解除（11/9）

魚野川
魚野魚野

川川

芋川流域における河道閉塞状況と対応芋川流域における河道閉塞状況と対応

川口町

凡 例

監視カメラ

崩壊箇所

湛水域

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ

仮設遊砂地

警報器

水位計

山古志村役場

④ 東竹沢
・浸水家屋 ２０戸→１６戸

※ポンプ排水による浸水家屋
の暫定的解消（年内予定）

④ 東竹沢
・浸水家屋 ２０戸→１６戸

※ポンプ排水による浸水家屋
の暫定的解消（年内予定）

十二平地区全戸：
避難勧告（11/1～）

山古志村全戸：
避難勧告（10/25～）

H16.12.8 現在H16.12.8 現在

仮設遊砂地の設置（11/6：県）

ワイヤーセンサー設置（11/8：国）

カメラ設置×２(10/30：11/5：国)

ワイヤーセンサー設置
（10/29：県）

監視カメラ設置（11/13：国）

大型どのうによる堤防かさ上げ（10/31：県）

水位計設置（11/8：国）

水位計設置（11/8：国）

⑤ 十二平
・浸水家屋なし
・自然流下

⑤ 十二平
・浸水家屋なし
・自然流下

① 寺野
・浸水家屋なし

① 寺野
・浸水家屋なし排水ポンプ設置（国）

表面排水路設置作業中（国）

排水ポンプ設置、緊急排水路設置（11/6：県）
仮設排水管設置（12/4：国）
仮排水路設置作業準備中（国）※12月下旬設置予定

警報器の設置×３（県）

土石流発生時は
下流家屋に通報

・ワイヤーセンサー設置（11/8：国）

③ 楢木
・浸水家屋 ５戸→０戸
・排水路開削済み

③ 楢木
・浸水家屋 ５戸→０戸
・排水路開削済み

竜光

芋

川

芋芋

川川

② 南平
・浸水家屋なし
・自然流下

② 南平
・浸水家屋なし
・自然流下

山 古 志 村

小千谷市

魚沼市（旧堀之内町）

カメラ設置（10/30：国）

竜光地区：
避難勧告（10/30） 解除（11/9）

魚野川
魚野魚野

川川

芋川流域における河道閉塞状況と対応芋川流域における河道閉塞状況と対応

川口町

凡 例

監視カメラ

崩壊箇所

湛水域

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ

仮設遊砂地

警報器

水位計

山古志村役場

④ 東竹沢
・浸水家屋 ２０戸→１６戸

※ポンプ排水による浸水家屋
の暫定的解消（年内予定）

④ 東竹沢
・浸水家屋 ２０戸→１６戸

※ポンプ排水による浸水家屋
の暫定的解消（年内予定）

十二平地区全戸：
避難勧告（11/1～）

山古志村全戸：
避難勧告（10/25～）

H16.12.8 現在H16.12.8 現在

仮設遊砂地の設置（11/6：県）

ワイヤーセンサー設置（11/8：国）

カメラ設置×２(10/30：11/5：国)

ワイヤーセンサー設置
（10/29：県）

監視カメラ設置（11/13：国）

大型どのうによる堤防かさ上げ（10/31：県）

水位計設置（11/8：国）

水位計設置（11/8：国）

⑤ 十二平
・浸水家屋なし
・自然流下

⑤ 十二平
・浸水家屋なし
・自然流下

① 寺野
・浸水家屋なし

① 寺野
・浸水家屋なし排水ポンプ設置（国）

表面排水路設置作業中（国）

排水ポンプ設置、緊急排水路設置（11/6：県）
仮設排水管設置（12/4：国）
仮排水路設置作業準備中（国）※12月下旬設置予定

警報器の設置×３（県）

土石流発生時は
下流家屋に通報

・ワイヤーセンサー設置（11/8：国）

－５６－

④ 東竹沢
　　　・浸水家屋　２０戸→１２戸
　　※ポンプ排水による浸水家屋
　　　の暫定的解消（年内予定）

④ 東竹沢
　　　・浸水家屋　２０戸→１２戸
　　※ポンプ排水による浸水家屋
　　　の暫定的解消（年内予定）

H16.12.15　現在H16.12.15　現在



地震による大規模な河道閉塞（２／３）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

河道閉塞対応状況（寺野地区）

平成１６年１２月４日撮影

水位計

ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ

河道閉塞対応状況（寺野地区）

排水口状況

芋川

Ｐ

緊急排水路

表面排水路　　　　　
（開水路・プレスト管）

県道栃尾・山古志線

－５７－



地震による大規模な河道閉塞（３／３）

第１回検討会　　　　　　　　　　
（平成16年12月20日）

河道閉塞対応状況（東竹沢）
河道閉塞対応状況（東竹沢地区）

平成１６年１２
月４日撮影

芋川

監視カメラ

監視カメラ
緊急排水路

越流防止工
　　　

越流防止工
　　　

ワイヤーセンサー

仮排水路

伸縮計

仮設排水管

水位計

緊急排水口状況

移設

梶金橋

新
宇
賀
地
橋 傾斜計Ｐ

Ｐ

－５８－


